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情;}q醤は不圧!吾 (UCA層)と被!土層とに 2大区分され、さらに被圧磨は、主に喋層からなるCA1 J雷、磯
質な帯水層からなるCA2層、砂質な帯*1弱からなるCA3層、砂・礁層からなるCA4属に区分できることを
明らかにした。また、地下水は地質構造を反映して t町断層を境に異なった分布を不すことや、東大阪で
はCA2・3屑は地質構造に従って南東部へ流動するが、 CA4層は人為的影響により北東部へ流動すると推
定される。本研究は、大阪地下水盆中の地下水を地下水陸曹を起こさないように利用するための基礎資料
となりうるを考えられる。
論文審査の結果の要旨
大阪平野の地下水に関する研究は、地盤沈下対策のー環として地下水揚水規制が布かれて以降、長層部
の流動や水質の研究を除いてほとんど手が付けられていなかった。しかし、近年の地下水水質汚染や地震
時における液状化の原因となる地ト水位上昇問題などの解決のために、地下水の賦存状態、ことに帯水層
区分の必要性が求められるに至っている。地下水位ヒ昇問題に象徴されるように、大阪平野地下の地下水
は難透水層である海成粘土層を買通して地下水盆全体で流動している。したがって、大阪平野の地下ノド流
-28~ ・・
動を解析するためには地下水盆全体の帯ノド層の状態を把握しなければならない。そのためには帯水層区分
と地下水盆全体のモデル化が必須である。
筆者はまず、従来の研究結果に加えて、兵庫県南部地震以降の調査ボーリング資料や温泉掘削時の電気
検層結果などを解析して、大阪平野地下に発達する大阪層群と難波累層の分布状態を明らかにした上で地
下水盆の地質構造を把握した。ついで、井戸の水頭変化の，市水層常数などの観測資料を駆使して帯水層と
帯水層群の灰分を行なった。さらに、これらの帯水槽ごとにその流動状況を明らかにするために、東大阪
地域をモデルに計算グリッドを組み、降水からの嗣養量や蒸発散量、揚7水ド量などを導入しで地トy水ド流動シ
ミユレ一シヨンを行なつた。その結果は現f夜宅の大阪平野の地下7水k位および地.f7.水k頭分布と艮い
地盤沈下対策のための地下/水k揚水規描御制IJ以前の7水ド圧低下の影響が現在でも継続しており、現在、その回復過
程にあることが明らかになった。また、地下水説中央部では、盆地構造の最下部を構成する大阪層群の都
島累層にI白lかつて同層群出中累層下部からMa-)麿を遇して多量の地下水が漏水していることなどが判明し
た。
このように、本論文は克明な第四系地質層序に裏打ちされた地層対比と水理地質学的検討によって、平
野地卜に発達する地下水盆の帯水層灰分を明らかにしたことによって新生代層序学および水理地質学分野
での発展に寄守する成果を得ており、博士(埋学)の学位を授与するに値するものと審査した。
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